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大
西
氏

鋸
屋
氏

髙
橋
氏

新点数説明会サンスクエア堺会場

医師・スタッフ300人

施
設
基
準
研
修
会
を
開
催

歯
初
診
・
外
感
染
・
外
安
全
・
歯
援
診
・
口
管
強

　

協
会
は
４
月
20
日
、
サ
ン

ス
ク
エ
ア
堺
で
新
点
数
説
明

会
を
開
き
、
歯
科
医
師
、
ス

タ
ッ
フ
ら
３
０
０
人
が
参
加

し
た
。

　

今
号
を
も
っ
て
「
医
院
承

継
の
今
」
は
最
後
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
ま
で
ご
拝
読
を
い

た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
長
き
に
わ
た
り

地
域
医
療
を
支
え
て
こ
ら
れ

た
先
生
方
へ
と
い
う
思
い

で
、「
今
、

何
を
す
べ
き

か
？　

自
分
の
幸
せ
な
未
来

を
求
め
て
！
」
を
念
頭
に
執

筆
い
た
し
ま
す
。

　

今
の
仕
事
を
通
じ
て
多
く

の
先
生
方
と
面
談
す
る
と
、

そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
事
情

や
悩
み
を
抱
え
て
い
ま
す
。

厚
労
省
が
進
め
る
電
子
化
に

嫌
気
が
差
し
て
い
た
り
、
親

子
承
継
を
失
敗
さ
れ
て
い
た

り
。
ほ
か
に
も
知
人
の
リ
タ

イ
ヤ
や
訃
報
を
聞
い
て
自
身

の
身
の
振
り
方
を
悩
ん
で
い

た
り
、
ご
自
身
や
家
族
・
知

人
の
病
気
が
あ
っ
た
り
、
親

の
介
護
で
悩
ん
で
い
た
り
と

数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
承
継
を
強

く
希
望
さ
れ
て
い
る
先
生
も

い
ま
す
が
、「
こ
れ
か
ら
ど

う
し
た
も
の
か
？
」
と
悩
ん

で
い
る
先
生
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。
高
齢
で
持
病
持
ち

の
先
生
が
騙
し
騙
し
診
療
を

続
け
て
い
る
ケ
ー
ス
を
目
に

し
ま
し
た
。
40
年
近
く
診
療

さ
れ
て
き
た
先
生
は
、
仕
事

を
辞
め
た
後
ど
う
生
き
る
の

か
悩
ん
だ
結
果
、「
ま
だ
ま

だ
心
も
体
も
若
い
」
と
今
の

ま
ま
続
け
る
先
生
も
い
ま
し

た
。

　

前
回
の
コ
ラ
ム
に
書
き
ま

し
た
が
、
や
は
り
最
後
は
自

分
で
生
き
る
道
を
決
め
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
高
齢
に

な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
ま

で
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
実

行
す
る
に
は
気
力
・
体
力
が

つ
い
て
来
な
い
の
が
事
実
で

す
。
患
者
さ
ん
を
診
て
、
治

し
、
患
者
さ
ん
に
感
謝
さ
れ

る
こ
と
も
素
晴
ら
し
い
生
き

方
と
思
い
ま
す
。
実
際
、
患

者
さ
ん
の
フ
ァ
ン
が
多
く
、

「
先
生
、
辞
め
な
い
で
」
と

泣
か
れ
た
り
す
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
時
は
こ
れ
ま

で
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
思
い

に
な
る
と
某
先
生
が
仰
っ
て

ま
し
た
。

　

確
か
に
、
こ
れ
ま
で
診
て

き
た
患
者
さ
ん
を
ど
う
す
る

の
か
、
ま
た
、
長
年
雇
用
し

て
き
た
ス
タ
ッ
フ
も
気
に
か

か
り
ま
す
。
こ
れ
も
全
て
決

め
ら
れ
る
の
は
ご
自
身
で

す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
時
期

を
決
め
て
、
▽
辞
め
る
▽
譲

る
―
―
の
い
ず
れ
か
を
決
め

ら
れ
る
こ
と
が
重
要
と
思
い

ま
す
。

　

先
延
ば
し
す
れ
ば
来
院
患

者
は
減
少
し
、
ク
リ
ニ
ッ
ク

の
価
値
は
陳
腐
化
し
ま
す
。

ご
自
身
も
疲
弊
し
、
結
果
的

に
ご
自
身
の
自
由
な
時
間
を

な
く
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

未
来
の
幸
せ
を
求
め
て
、
英

断
を
下
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

 

（
お
わ
り
）

　

冒
頭
、
矢
部
あ
づ
さ
副
理

事
長
が
開
会
・
情
勢
挨
拶
を

務
め
、
今
改
定
で
は
医
療
Ｄ

Ｘ
の
財
源
に
多
額
を
費
や

し
、
政
府
の
意
向
を
強
行
す

　

社
保
研
究
部
は
４
月
21
日

に
、「
歯
初
診
・
外
感
染
・

外
安
全
・
歯
援
診
・
口
管
強

の
施
設
基
準
に
係
る
研
修

会
」
を
開
催
し
た
。

　

大
西
祐
一
氏
（
淀
川
キ
リ

ス
ト
教
病
院
歯
科
口
腔
外
科

部
長
）
、
髙
橋
一
也
氏
（
大

阪
歯
科
大
学
高
齢
者
歯
科
学

講
座
主
任
教
授
）
、
鋸
屋
侑

布
子
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院

歯
学
研
究
科
小
児
歯
科
学
教

室
助
教
）
を
講
師
に
１
５
５

人
が
参
加
し
た
。

　

午
前
の
部
で
は
、
大
西
氏

が
、
▽
院
内
感
染
防
止
対
策

（
歯
初
診
）
▽
偶
発
症
に
対

す
る
緊
急
時
対
応
、
医
療
事

故
対
策
等
の
医
療
安
全
対
策

（
外
安
全
）
▽
感
染
経
路
別

予
防
策
（
個
人
防
護
具
の
着

脱
法
等
を
含
む
）
お
よ
び
新

理
、
緊
急
時
対
応
（
在
宅
療

養
支
援
歯
科
診
療
所
）
▽
歯

科
疾
患
の
重
症
化
予
防
に
資

す
る
継
続
管
理
（
根
面
う
蝕

管
理
お
よ
び
口
腔
機
能
の
管

理
を
含
む
）
、
在
宅
医
療
お

よ
び
介
護
（
口
管
強
）
―
―

に
つ
い
て
解
説
し
た
。

　

ま
た
、
小
児
の
心
身
の
特

性
・
エ
ナ
メ
ル
質
初
期
う
蝕

管
理
（
口
管
強
）
に
つ
い
て

鋸
屋
氏
が
解
説
し
、
講
演
終

了
後
は
受
講
者
に
修
了
証
を

発
行
し
た
。

型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
感
染

症
等
に
対
す
る
対
策
・
発
生

動
向
（
外
感
染
２
）
―
―
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　

午
後
の
部
で
は
、
髙
橋
氏

が
、
▽
高
齢
者
の
心
身
の
特

性
（
認
知
症
に
関
す
る
内
容

を
含
む
）
、

口
腔
機
能
管

南
河
内
地
区
総
会

活
動
報
告
と

評
議
員
選
出

　

南
河
内
地
区
は
４
月
20

日
、
堺
市
内
で
総
会
を
開

き
、
２
０
２
３
年
度
の
活
動

を
報
告
し
、
24
年
度
の
活
動

方
針
を
決
め
た
。

　

主
な
活
動
で
は
、
①
子
ど

も
医
療
費
助
成
制
度
拡
充
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
10
年
間

に
わ
た
る
運
動
が
実
を
結

び
、
本
年
４
月
か
ら
河
内
長

野
市
で
18
歳
年
度
末
ま
で
の

助
成
が
実
施
さ
れ
、
６
市
町

村
す
べ
て
の
自
治
体
で
助
成

年
齢
の
引
き
上
げ
の
目
標
が

達
成
さ
れ
た
こ
と
、
②
８
月

27
日
に
「
カ
タ
シ
モ
ワ
イ
ナ

リ
ー
見
学
＆
ラ
ン
チ
会
」
、

１
月
27
日
に
天
野
酒
・
西
條

酒
造
「
酒
蔵
見
学
会
」
を
開

い
た
こ
と
な
ど
を
報
告
し

た
。

　

２
０
２
４
年
度
は
、
周
術

期
の
医
科
・
歯
科
連
携
講
習

会
や
社
保
講
習
会
を
企
画
す

る
予
算
を
承
認
し
、
欠
員
の

評
議
員
に
は
羽
曳
野
市
の
渡

邉
嘉
男
氏
を
新
た
に
選
出
し

た
。北

河
内
地
区
総
会

活
動
の
成
果
報
告

記
念
講
演
開
催

　

北
河
内
地
区
総
会
・
記
念

講
演
が
４
月
20
日
、
大
阪
市

内
で
開
催
さ
れ
た
。
活
動
総

括
で
は
、
こ
の
間
の
社
会
保

障
推
進
協
議
会
を
通
じ
た
行

政
へ
の
働
き
か
け
で
、
枚
方

市
、
大
東
市
、
四
條
畷
市
で

も
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
外
来
の
対
象
年
齢
が
18
歳

ま
で
と
な
り
、
北
河
内
地
区

管
内
の
全
て
自
治
体
で
対
象

年
齢
が
18
歳
ま
で
に
拡
大
し

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、「
日
常
診

療
に
リ
グ
ロ
ス
を
応
用
す
る

ポ
イ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
平

山
富
興
氏
（
門
真
市
開
業
）

が
講
師
を
務
め
た
。

　

講
演
で
は
、
リ
グ
ロ
ス
適

用
の
診
断
か
ら
実
際
の
処

置
、
起
こ
り
う
る
合
併
症
な

ど
、
最
新
の
研
究
成
果
か
ら

日
常
診
療
に
役
立
つ
ポ
イ
ン

ト
が
話
さ
れ
た
。

先
延
ば
し
す
れ
ば
価
値
は
減
少

未
来
の
幸
せ
を
求
め
て
英
断
を

エニータイムヘルスケア
コンサルティング株式会社
代表取締役社長　牟田修

今の医院承継
⑧

る
た
め
に
診
療

報
酬
を
利
用
し

て
き
た
こ
と
を

指
摘
し
た
。

　

説

明

会

で

は
、
社
保
研
究

部
の
兵
頭
正
道

理
事
と
藤
井
佐

都
樹
部
員
が
講

師

を

務

め
、

『
２
０
２
４
年

診
療
報
酬
改
定

の
要
点
と

解

説
』
を
も
と
に

解
説
し
た
。


